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■ ＷＯＣ２００８代表選手

選考について ■ 
           強化委員会 
2008年度の世界選手権大会（7月12日

～20日、チェコ共和国／オロモウツ）
の日本代表選手選考基準および関連イ
ベントの日程を以下に示す。 
【代表選手選考レース日程】 
1)3月30日(日)全日本大会 場所:大阪 

Ｍ／Ｗ２１Ｅ（ロング） 
2)4月12日(土)選考レース 場所:未定 

（スプリント） 
3)4月13日(日)選考レース 場所:未定 

（ミドル） 
【代表選手選考レース参加基準】 
・WOC2008に日本代表選手として参加

を希望する選手    
・但し全日本大会への出場は、該当

クラスの参加条件を満たす者 
・ミドル・スプリントの申込が多い

場合は足切りを行う。 
【選手選考方法および選考基準】 
1) 各選考レース１位の選手 
2) 各選考レース２位でJOA強化指定

を受けている選手 ※ 
3) 上記、1)2)で選考された人数が少

ない場合は、選考レースの結果お
よび以下ａ、ｂを勘案した上で、
少なくとも男女各４名になるまで
強化委員会が追加選考する。 

ａ.過去の国際大会での実績 
ｂ.WOC2007以降の国内公認大会の実

績 
4)種目については通過種目を優先す

るが調整することがある。 
※ JOA強化指定については、追って

公表する。 
 

■強化スケジュール■ 
10月8-15日チェコ合宿（後述報告参照） 
12月1,2日：下山大会と合わせて愛知に

て強化合宿（担当：鹿島田） 
2月9～11日：関東リレー前後の学連合

宿に合わせ強化合宿（担
当：西脇） 

3月30日：全日本大会（大阪）をWOCロ
ング選考レースとする 

4月12,13日：WOC選考レース（スプリン
ト、ミドル）（愛知にて開催
予定） 
JWOC,ユニバ,WOC選考を合
同で実施予定 

＊4月末or5月頭：Golden 4days（実行
委員会を設け検討中） 

＊5月24,25日：静岡県にてイベントを
検討中 

6月14,15日：JWOC,ユニバ,WOCの合同強
化合宿（担当：尾上） 

6月30日-7月6日JWOC（スウェーデン） 
7月10-20日 WOC（チェコ） 
7月25-30日 アジア選手権（韓国） 
7月29日-8月2日ユニバ（エストニア） 
未確定の内容もあります（特に＊）の
で、ご注意ください。 
 

■ＷＣＵＰスイス結果 ■ 
◆ミドル 10/6 
□女子 7.3km 260m 20C 出走44人 

① Simone Niggli-Luder 44:09 
② Minna Kauppi     44:31 
③ Angela Wild     46:10 
41 番場洋子       62:00 

□男子 8.9km 340m 23C 出走49人 
 ① Thierry Gueorgiou  47:00 
 ② Matthias Merz    47:45 
 ③ Daniel Hubmann    48:14 
 48 小泉成行       75:16 
◆スプリント 10/7 
□女子決勝 2.6km 45m 22C 出走39人 

① Simone Niggli-Luder 13:23.2 
② Lena Eliasson    13:45.4 
③ Anne Margrethe H.  13:50.0 

□男子決勝 2.9km 55m 25C 出走39人 
 ① Thierry Gueorgiou  13:18.2 
 ② Matthias Muller   13:20.7 
 ③ Daniel Hubmann    13:28.0 
□ 女子Ｂ 6.4km 200m 13C 出走3人 
 1.番場洋子       47:49 
□ 男子Ｂ 7.4km 340m 14C 出走8人 
 1.Jonne Lehto      44:17 
 6.小泉成行       51:37 
 
■ＷＣＵＰ総合成績 ■ 
◆女子 
1 Simone Niggli-Luder SUI  745 
2 Heli Jukkola     FIN  510 
3 Minna Kauppi     FIN  427 
4 Anne Margrethe H.  NOR  340 
5 Helena Jansson    SWE  332 
6 Lena Eliasson    SWE  311 

◆男子 
1 Thierry Gueorgiou  FRA  700 
2 Anders Nordberg   NOR  381 
3 Daniel Hubmann    SUI  347 
4 Mats Haldin     FIN  344 
5 Tero Fohr      FIN  342 
6 Francois Gonon    FRA  265 

 

■ＷＯＣ２００８ トレキ
ャン チェコ合宿報告 ■ 

尾 上 秀 雄 
JOA強化委員会では、「世界選手権大

会は経験の場ではない」との認識のも
とに、集中した海外でのトレーニング

を可能にするために、初めて大会参加
ではない海外遠征を行った。次年度WOC
開催国のチェコが用意した、公式トレ
ーニングキャンプに合わせて遠征チー
ムを募り、日本から8名が参加した。 
【期間】2007年10月8日出発～16日帰国 
【場所】チェコ共和国 

 Zlate Hory "BOHEMA" 
【参加者】高橋善徳、小泉成行、櫻本

信一郎、小暮円香、番場洋子、
千葉光絵、石山佳代子、尾上
秀雄（同行オフィシャル） 

【概要】 
・10月7日が全日本リレー選手権大会だ
ったので8日出発の予定を組み、直前の
スイスでのワールドカップに参戦した
小泉と番場、および独自旅程で参加し
た小暮以外は、ウイーンへの直行便＋
レンタカーという旅程で、8日中に宿舎
に入った。 
・小泉と番場は、スイスチームに頼ん
で一緒に現地まで移動させてもらった。 
・9日から12日までの４日間は、毎日午
前と午後に用意された、２つの練習メ
ニューに参加した。テレインはいずれ
も宿舎から車で30分以内の距離にあり、
9人乗りレンタカーで移動した。 
・13日,14日は、近くで開催されたチェ
コ大会に参加した。（13日はWRE大会) 
・数度から10数度という寒い気候だっ
たが、１日雨だった以外は天候にも恵
まれ、遠征期間中、大きな事故や怪我
もなく終了した。 
・参加国はノルウェー、フィンランド、
スウェーデン、スイス、デンマーク、
イタリア、ポーランド、アイルランド、
チェコ、エストニア、リトアニア、USA、
OKオリオン、Haldenクラブ、日本など
全部で約90名 
【成果】 
1)海外選手と一緒にトレーニングでき

る環境を提供できた 
マススタートの練習ができた 
比較データが収集できた 

2)チェコのテレインの特徴が把握でき、
課題が明確になった 
岩・植生の様子、コースの組み方、
コントロール位置など 
フィジカルの差が大きく出る場所
－岩石地帯、やぶ地帯 

技術の差が大きく出る場所 
－コントロール周り 

今後の強化合宿で盛り込むべき要
素（特にコントロール位置） 

3)国内では経験できないテレインで集
中したトレーニングができた 
6日間で10レース 
（コース距離で男子71km、女子56km） 

4)ＷＯＣ向けての準備に、より具体的
なイメージを持てるようになった。 

JOA 強化委員会  ＷＯＣ２００８代表選手選考、W-CUP スイス報告・WOC２００８

トレキャンーチェコ合宿報告、JOAHP にリンクして詳細掲載中


